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千里ニュータウン・万博・阪大地域 

 ＪＲ以南地域 片山・岸部地域 豊津・江坂・南吹田地域 千里山・佐井寺地域 山田・千里丘地域 (その１)千里ニュータウン

を中心とするエリア 
(その２)万博記念公園・大阪

大学を中心とするエリア 

人
口 

人口減少が著しく、全市の中

で も高齢化が進んでいます。

また、高齢単身世帯や高齢夫婦

世帯の比率が非常に高くなっ

ています。 

   人口減少が続く中で、高齢

化が進んでおり、高齢化率は

２０%を超えています。また、

高齢単身世帯や高齢夫婦世帯

の比率が非常に高くなってい

ます。 
 

人口は、一時増加しました

が、現在は減少に転じていま

す。高齢人口や年少人口の比率

は全市平均並ですが、高齢単身

世帯の比率が高くなっていま

す。 

地域全体でみると、人口増加

が続き、単身世帯の比率が非常

に高くなっています。しかし、

この地域は、これまでのまちの

発展状況の違いにより、異なっ

た３つの地区で構成されてい

ます。 
豊津・江坂地区では、人口及

び世帯数が著しく伸びていま

す。１５～６４歳の比率が非常

に高く、また、約半数の世帯が

一人暮らしとなっています。 
吹二地区では、世帯数があま

り変動していない中で、人口減

少が続いており、世帯人員の減

少と高齢化の進行がうかがわ

れます。 
吹南地区では、人口増加が続

いており、０～１４歳の比率が

全市平均を超えています。  

地域全体では、人口増加が続

く中で、年少人口の比率が高

く、１８歳未満の子どものいる

ファミリー世帯の比率も高く

なっています。 
特に、土地区画整理事業によ

りまちがつくられた佐井寺地

区、民間事業者による住宅建設

が進んだ春日地区では人口増

加が著しく、年少人口、ファミ

リー世帯の比率が非常に高く、

若い人口構成となっています。 
五月が丘地区も同様に若い

人口構成を示していますが、人

口は減少に転じています。 
千里山地区は、人口はわずか

ながら増加しているものの、他

方で高齢化が緩やかに進行し

ています。 

地域全体でみると、人口増加

が続き、年少人口の比率が高

く、１８歳未満の子どものいる

ファミリー世帯の比率も高く

なっています。しかし、この地

域は、これまでのまちの発展状

況の違いにより、異なった３つ

の地区で構成されています。 
旧集落を抱える山田東地区

でも住宅建設が進み人口増加

が続いています。 
山田西地区は、世帯数が増加

しているものの、人口はほぼ落

ち着きをみせ、全市と比べると

高齢化率はまだ低い状況です

が、緩やかに進行しています。 
千里丘地区では、企業所有地

が民間の共同住宅に建て替わ

る中で、人口が急増しており、

若年ファミリー層の流入が進

んでいます。 
 

土
地
利
用
・
住
宅 

全市の中で工場地の比率が

も高く、緑地等の比率が

も低くなっています。 
一戸建と長屋建住宅の比率

が過半数を超えており、木造

建物床面積率も高くなってい

ます。 
住宅地の評価は、「緑の豊か

さや自然環境」「周辺の眺望や

街並み・景観」に対する満足

度が極めて低くなっていま

す。 

一戸建と長屋建住宅の比率

が高く、木造建物床面積率も高

くなっています。 
片山地区には､ＪＲ西日本の

社宅が立地しており､給与住宅

の占める比率が高くなってい

ます。 
住宅地の評価は、「道路や歩

道の整備状況」に対する満足度

が低くなっています。 

商業業務地の比率が高く、緑

地等の比率が低くなっていま

す。 
全市の中で民間賃貸共同住

宅の比率が も高くなってい

ます。 
豊津・江坂地区では、共同住

宅の占める比率が８割を超え、

中でも６階建以上が約５割と

なっています。また、民間賃貸

住宅と給与住宅を合わせた借

家比率は、６割と高くなってい

ます。 
吹二地区では、一戸建・長屋

建住宅が５割を超えており、６

階建以上の共同住宅の比率は

極めて低く、他の地区と異なっ

たまちなみをみせています。 
吹南地区では､豊津・江坂地

区と同様に借家比率が約６割

と高い比率を示しています。 
地域全体の住宅地の評価は、

「緑の豊かさや自然環境」「周

辺の眺望や街並み・景観」「騒

音や大気汚染の少なさ」に対す

る満足度が低くなっています。 

地域全体で民間賃貸共同住

宅の比率が高くなっています。 
共同住宅の比率が地域全体

で７割を超える中で、春日地区

と五月が丘地区では約９割を

示しています。中でも春日地区

では、６階建以上が７割を超

え、給与住宅の比率も高いとい

う特徴が見られます。 
持ち家比率は、五月が丘地区

のみが５割を超えています。 
地域全体の住宅地の評価は、

「緑の豊かさや自然環境」「周

辺の眺望や街並み・景観」に対

する満足度が高くなっていま

すが、「行政サービス施設の利

便性」に対する満足度が低くな

っています｡ 

地域全体で６階建以上の共

同住宅の比率が５割、持ち家の

比率が６割を超えています。 
中でも山田西地区では、共同

住宅の占める比率が約９割で、

６階建以上が約７割と極めて

高くなっています。また、持ち

家の比率も約７割を占めてい

ます。 
千里丘地区では、一戸建、共

同住宅５階建以下、共同住宅６

階建以上のそれぞれがほぼ同

じ比率で混在し、他の地区とは

まちの様子が異なっています。 

共同住宅５階建以下の比率

が約６割を占め、公営・公団・

公社の借家の比率が約６割と

なっています。 
住宅地の評価は、「緑の豊か

さや自然環境」「周辺の眺望や

街並み・景観」に対する満足度

が極めて高く、地域の総合評価

も高くなっています。 

地域全体の住宅地の評価は、

「職場への通勤の利便性」に対

する満足度が低くなっていま

すが、「緑の豊かさや自然環境」

に対する満足度が高くなって

います。 
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千里ニュータウン・万博・阪大地域 

 ＪＲ以南地域 片山・岸部地域 豊津・江坂・南吹田地域 千里山・佐井寺地域 山田・千里丘地域 (その１)千里ニュータウン

を中心とするエリア 
(その２)万博記念公園・大阪

大学を中心とするエリア 
平均居住年数が長く、吹田市

に対してふるさと意識を持つ

市民の割合が も高くなって

います。 

単身世帯が約半分を占める

中、自治会への加入率は吹二地

区を除いて全体的に低く、「地

域の行事や活動にほとんど参

加していない」と回答した市民

が６割を超えています。その一

方で、企業も含めたボランティ

ア活動など特色あるコミュニ

ティ活動が行われています。 
留守家庭児童育成室入室児

の比率が高くなっています。 

平均居住年数が短く、吹田市

に対してふるさと意識を持つ

市民の割合も低くなっていま

す。また、「地域の行事や活動

にほとんど参加していない」と

回答した市民の割合が高くな

っています。その一方で新たな

コミュニティ活動が行われて

います｡ 
１８歳未満の子どものいる

ファミリー世帯が多い中、保育

所入所児童や留守家庭児童育

成室入室児の比率が低く、家庭

での子育ての比率が高くなっ

ていることが伺えます。 

平均居住年数が短く、吹田市

に対してふるさと意識を持つ

市民の割合も低くなっていま

す。その一方で、コミュニティ

センターでの協議会活動をは

じめ、西山田地区集会所等を拠

点に活発なコミュニティ活動

が行われています｡ 

平均居住年数が も長く、吹

田市に対してふるさと意識を

持つ市民の割合も高くなって

います。また、自治会や高齢ク

ラブへの加入率が高く、コミュ

ニティセンターでの協議会活

動をはじめ、さまざまなコミュ

ニティ活動が行われています。 
保育所入所児童や留守家庭

児童育成室入室児の比率が高

く、また、高齢単身世帯や高齢

夫婦世帯の比率も非常に高い

など、福祉ニーズが高いことが

伺えます。 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
福
祉 

保育所入所児童の比率が高

く、また、高齢単身世帯の比率

も高いなど、福祉ニーズが高い

ことが伺えます。 
１８歳未満の子どものいる

ファミリー世帯が多い中、保育

所入所児童の比率が全市平均

と比べて低く、家庭での子育て

の比率が比較的高いことが伺

えます。 

吹田市に対してふるさと意

識を持つ市民の割合は高くな

っています。また、自治会加入

率は高く、さまざまな行事の開

催やコミュニティ活動を通じ

て、住民の交流が進み、ＮＰＯ

などによる新たな取組も進め

られています。 
高齢化が進む中、特に高齢単

身世帯や高齢夫婦世帯の比率

が非常に高く、福祉ニーズが高

いことが伺えます。 

 

産
業 

豊津・南吹田地域に次いで事

業所が集積していますが、事業

規模が小さい小売業商店が多

く、商店数と販売額がともに減

少傾向をたどっています。 

 
 

全事業所の約４割がこの地

域に集積しており、商業・業務

機能の中心地となっています｡

特に卸売業の集積が突出して

いますが、年間販売額は減少傾

向にあります。 

    

 
 
 


